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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【入院】
・玉田　文弘様～東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

【転出】
・小笠原　昭三様～東病棟Cユニット4室→南病棟Dユニット203室

【転入】
・小向　栄子様～西病棟Aユニット51号室→東病棟Dユニット17号室

【ユニット移動】
・四戸　多美子様～東病棟Aユニット15号室→Bユニット1号室
・大久保　健作様～東病棟合併症室→Cユニット5号室


＜患者様連絡事項＞
・上野　淳子様～主治医指示にて点滴開始、尿一般・尿培養検査の指示あり、服薬スキップ可となる。
[bookmark: _GoBack]
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。他室入室、私物弄りあり。介入したスタッフの腕を強く掴む等の行動みられ自制できず早めに開放観察終了としている。自室内では脱衣行為あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。確認行為あるも、対応にて不穏・興奮はなく過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将司様～時間隔離中。対面時妄想言動あるも不穏・興奮なく静穏に過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
						
・長根　瞳様～身体拘束中。多弁さや自傷行為なく、不穏・興奮なし。拘束部位の循環障害皮膚トラブルなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜村上Dr診察＞
・旭岡　ヒサ様～主治医より南病棟転出許可あり、処方変更せず経過観察となる。また、本日診察の結果インフルエンザ予防接種許可あり。
・他処方・指示変更なし。

＜金Dr診察＞
・中村　聡様～診察時後継人への手紙の内容について主治医より本人へ確認すると、事実であると声高になる様子あり。次回手紙を記入した際は主治医へ内容について確認してもらうよう指示あり。

・他処方・指示変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年11月17日　14:00
  氏　　名：玉田 文弘（たまだ　ふみひろ）様
　生年月日：昭和20年3月10日（80）
　病　　名：認知症
　合 併 症：右前頭葉皮質下出血
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　30代頃第四脳室血腫の手術歴（青森労災病院）あり、術後眼振や下肢痺れ等の症状
　があった。若い頃より気に入らないことがあると叫んだり、妻の顔を叩く等の暴力
　があった。令和3年頃財布を探せなくなる等の認知機能低下があり、些細なことで
　叫んだりガラスを破損させるなどの粗暴行為があったが、専門医受診はせず経過。
　令和6年頃妻の話が聞き取れない、カーテンをあけるタイミングなどで易怒的とな
　り叫ぶことや、妻を背後から蹴り飛ばし振りむき様に拳で殴る等の行為があった。
　また、同時期より布団へ排便するといった不潔行為ありこの時点では会話は通じる
　時と通じない時があるも日常生活内での意思疎通には問題なかった。令和7年夏頃
　に不食が続き、下長内科へ入院していたが、煙草を隠し持っていたことから強制
　退院となる。
　同年11月初旬不調訴え救急搬送されるが、検査にて異常所見は認められず経過。
　同年11月11日起床時尿失禁し全裸の状態で「飛行場に電話して」と何度も妻へ
　訴え、コップの水をかけ、叫ぶといった滅裂言動あり。家族が下長内科医師へ
　相談したところ、精神科救急当番の当院へ相談がありR7年11月12日当院初診。
　入院予定となっていたが入院時検査の頭部CT検査にて右前頭葉皮質下出血あり
　八戸赤十字病院脳外科へ救急搬送となる。その後家族より手術希望もなくDNR方
　針となり、家族から当院での入院加療希望あり、本日当院へ医療保護入院となる。
